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　1．目的］子 宮外 妊 娠 に 対 して 腹腔鏡 下 手 術 が 多 く

施行 され る よ うに な っ て きた が，腹腔内 出 ぱILの 多

い 症例 に 対 して は，圃衝 IIL輸面、が 行われ た り，最

閲か ら開腹術 が 選択 され る こ とが多い ．当院で は，

1996 年 10 月 か ら腹腔鏡 下 手 術 に 回 収 式 自己血 輸

血 を 導 入 し ，施 行 し た 子 宮 外 妊 娠 手 術 を

retrospectlve に 検認 した．

［方法 1 対象 は，腹腔内 に 血液 の 貯 留 した 子 宮外

妊娠 が 疑われ る症例 で あ る．方法 は ，腹腔鏡 で 診

断 を 確定 し て か ら回収 式 臼己 」血輸 血．装置 Huemo

Liしe　2 （ヘモ ネテ ィ ク ス 社製） を 使用 し，術中 に

腹腔 内 の 血 液 を回 収 し て 涜浄 処 理 し，術 中また は

術直後 よ り患者 に 返 i［Lした 、返 血上に あ た っ て は ，

異所性 の 発 育が 考え られ る絨 毛 由 来細胞を除去 す

る 目 的で ，白血 球除去 フ ィ ル タ
ー一・

（rl本 ボー一
ル ま

た は 旭 メデ ィ カ ル ） を 使用 した．

［成績 」 2 年 間 の 腹 腔鏡 ド手術 133 例中 14 例が 子

宮外妊娠 f’術 で ⊥D 例 に 回 唖賦 自己血 輸血を行 っ

た，使 用 した ⊥O 例 の 妊娠部位 は すべ て 卵管 で，術

式は 卵管切 除 術 7 例，卵瞥 切 開術 3 例 で あ っ た．

術中 出 血 量 は 220−2，6〔〕Om1 （平均 86・lml）， 処 理 返 血

量 は 23G−1，400ml （平均 560ml）で ，1司種 前／輸」血 した

症例 は なか っ た，返 血後，自己 血輸血 に よ る と思

わ れ る 副作用 は 認 め ず ，術後 の 貧1掴 よ鉄 剤投与 で

改善 された．

L結 論 ］子 宮外 妊 娠 手術 に 対 して 術中回収式自己

血輸血 を併用す れ ば，1司種 血輸1iT1．を 回 避 ま た は減

少 で きるばか りで なく，腹腔鏡 下 手術の 適応 が 広

が る こ と が 示 唆 され た．

　［目的］卵管妊娠 に 対する保存的治療法 と して腹

腔鏡 下卵管切開内容除去術 が 広 く応 用 され て い る

が 、 卵管切開後の 創処置につ い て は、開放 とす る

か縫合閉鎖とす るか 明確な結論は 得 られ て い ない
。

こ の 両者の 得失 に つ い て 術後癒着、卵管疎通性、

妊娠率 を比 較 し検討す る こ と を目的と した 。

　［方法］腹腔鏡下治療の み を行 o た卵管妊 娠 例 の

うち 本 研 究 に 同 意 し 、7 〜 10 日 目 に Early

Second−Leok　Laparoscopy〔ESLL ）を施行 した42例 を

対
．
象 と した。術後の 創処置 につ い て は創開放 ：ll

例、開放＋ イ ン ターシード貼布 ： 7例、縫合閉鎖

の み ：II例、縫合＋ イ ン ターシ ード貼布 ：13例 の4

群 に分 けた。ESLL 時 の 癒 着の 程度を AFS 癒着 ス

コ ァ に よ り評価し、血 中hCG 値 の 陰性化 後 3カ 月

以降 に行 っ た子宮卵管造影検 査（HSG ）に よ り卵管

疎通性 の 有無 を検討した 。

　［成績］癒着発生率、癒着 ス コ アの 平 均 は 、開放

例 10111（90．9％），4．0、開放 ＋ イ ン タ ーシ ード例

717（100％），2．6、縫合閉鎖例 5111（44 ．5％ ），Ll 、縫合

＋ イ ン ターシー
ド5A3（385 ％），O．6と縫合 を施行した

例で低値で あ り、イ ン タ ・一シ ード貼布 に よ る差 は

認 め な か っ た。卵管 の 疎 通性 は 各 々 3／5（60％），

3f4（75 ％），5！8（63％），4！5（80％）に認 め ら れ各群間 に有

意差 は なか っ た 。 妊娠 率は 子宮 内妊娠 が各 々

2！11（18．O％），lf7（14．ov．），［／11（9．1％ ），　11j3（7．7％ ）に み

られ 、全体で 5142（11．9％ ）で 、子宮外 妊娠 は 各々

0（0％），1（50％），3（75％），3（75％）で あっ た 。 全妊娠12

例 中 7例（58．3％ ）に再外妊がみ られ た．

［結論］卵管妊娠に対す る腹腔鏡下卵管切開内容

除去術後の 創縫合閉鎖は 術後 の 癒着発生 を減少 さ

せ る が 開放 例 に比 し子宮内娠率の 低 ド、
’
f一宮外妊

娠率 の 増加す る傾向を認め た。
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